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二
〇
二
一
年
一
一
月
二
六
日
、
前
副
会
長
（
二
〇
一
一
～
二

〇
二
〇
）
だ
っ
た
佐
々
木
誉
実
さ
ん
は
、
享
年
八
五
歳
で
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 

佐
々
木
さ
ん
と
の
出
会
い
は
一
九
六
八
年
、
山
岳
同
人
雑

誌 

『
山
岳
展
望
』 

第
二
次
編
集
同
人
の
集
ま
り
で
す
か
ら
、

も
う
半
世
紀
以
上
前
と
な
り
ま
し
た
。 

以
来
佐
々
木
さ
ん
は
、
私
よ
り
一
〇
歳
年
長
の
兄
貴
分
的

存
在
。
佐
々
木
さ
ん
と
一
緒
に
山
を
登
っ
た
の
は
、
一
九
七
一

年
七
月
、
谷
川
岳
一
ノ
倉
沢
烏
帽
子
奥
壁
変
形
チ
ム
ニ
ー
と
、

二
〇
一
一
年
四
月
、
中
村
純
二
先
生
ご
夫
妻
、
橋
本
祐
吾
さ

ん
ら
と
一
緒
に
高
尾
山
を
登
っ
た
、
た
っ
た
の
二
度
だ
け
。
あ

と
は「
山
を
登
ら
ぬ
山
登
り
」
。
つ
ま
り「
山
を
語
り
、
山
を
考

え
、
山
を
書
き
留
め
る
、
山
岳
文
化
」
を
ご
一
緒
し
ま
し
た
。 

二
〇
〇
三
年
三
月
、
日
本
山
岳
文
化
学
会
創
立
に
と
も

な
い
、
佐
々
木
さ
ん
か
ら
入
会
案
内
を
受
け
、
私
は
会
員
と

な
り
ま
し
た
。
（
Ｎ
Ｏ
．
６
７
） 

日
本
山
岳
文
化
学
会
創
立
は
、
初
代
会
長
・
齊
藤
一
男
さ

ん
の
念
願
だ
っ
た
ろ
う
と
拝
察
し
ま
す
。
そ
し
て「
山
岳
展
望

の
会
」
は
そ
の
初
期
段
階
と
し
て
位
置
す
る
、
齊
藤
さ
ん
の
希

望
的
山
「
学
」
同
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
思
わ
れ
ま
す
。 

一
九
六
三
年
七
月
発
行
さ
れ
た『
山
岳
展
望 

創
刊
準
備

号
』
に
は
、
次
の
錚
々
た
る
岳
人
が
発
起
人
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。 

中
村
清
太
郎
、
深
田
久
弥
、
平
賀
文
男
、
海
野
治
良
、
田

中
源
助
、
上
田
哲
農
、
堀
内
俊
宏
、
風
見
武
秀
、
杉
本
光

作
、
横
川
文
雄
、
山
崎
安
治
、
近
藤
等
、
千
坂
正
郎
、
安

川
茂
雄
、
円
山
雅
也
、
斉
藤
一
男
、
青
柳
健
、
近
藤
信
行
、

山
川
淳 

 
 

 
 

 
 

（
順
不
同
、
斉
藤
は
原
書
に
倣
う
） 

雑
誌
の
位
置
づ
け
と
し
て
、「
商
業
誌
で
は
な
く
、
登
山
の

正
統
的
な
研
究
を
網
羅
す
る
同
人
雑
誌
」
、
と
し
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

追 

悼 

◆ 
 

前
副
会
長 

佐
々
木
誉
実
さ
ん
ご
逝
去
を
偲
ぶ 

 

＿ 

山
岳
同
人
雑
誌
『
山
岳
展
望
』
か
ら
「
山
岳
文
化
」
へ
の
想
い 

＿ 
 

田
中 

文
夫 
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齊
藤
一
男
さ
ん
は
こ
の
考
え
を
発
展
さ
せ
、
同
人
雑
誌
で

は
満
た
さ
れ
ず
、
岳
人
組
織
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
の
が
、
日
本

山
岳
文
化
学
会
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

 

一
九
六
三
年
創
立
し
た『
山
岳
展
望
』
第
一
次
編
集
は
五

年
で
息
切
れ
し
、
文
頭
の
一
九
六
八
年
に
第
二
次
編
集
同
人

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
佐
々
木
さ
ん
に
出
会
っ
た

の
で
す
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
私
よ
り
も
一
歳
年
長
の
岩
崎

元
郎
さ
ん
。
齊
藤
さ
ん
が
経
営
し
て
い
た
印
刷
所
「
岩
峰
社
」

に
、
岩
崎
さ
ん
は
居
候
と
な
っ
て
い
た
縁
か
ら
で
し
ょ
う
か
？ 

 

岩
崎
元
郎
（
昭
和
山
岳
会
）
、
佐
々
木
誉
実
（
東
電
山
ノ
会
）
、

佐
内
順
（
グ
ル
ー
プ
・
ド
・
ボ
エ
ー
ム
）
、
そ
し
て
私
（
コ
ン
テ
ニ
ュ
ア
ス
ク

ラ
ブ
）
、
遅
れ
て
・
・
・
遠
藤
甲
太
、
柏
瀬
裕
之
、
大
内
尚
樹
、
杉

山
美
裕
さ
ん
ら
が
随
時
加
わ
り
、
新
宿
駅
ガ
ー
ド
下
の
酎
ハ

イ
屋
さ
ん
で
編
集
会
議
。
（
私
だ
け
ウ
ー
ロ
ン
茶
） 

 

再
出
発
し
た
一
九
六
八
年
一
一
月
発
行 

『
山
岳
展
望 

第

一
二
号
』
、
佐
々
木
さ
ん
は 

『
山
岳
展
望
』 

の
方
向
づ
け
を

次
の
よ
う
に
書
か
れ
ま
し
た
。 

 

・
・
・
登
山
が
山
と
い
う
自
然
に
対
す
る
人
間
の
か
な
り
浄
化

さ
れ
た
行
為
の
一
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
ひ
た
む
き

で
純
な
人
間
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た

純
な
姿
勢
を
も
っ
て
営
々
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
山
と
人
と
の

関
係
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
さ
ぐ
り
、
明
ら
か
に
し
て
ゆ

く
こ
と
が
、
登
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
価
値
と
し
て
も
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
よ
り
多
く
の
人
々
が
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
山
と
い
う
行
為
を
さ
ら
に
価
値
あ
る

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
・
・
・
と
。 

し
か
し
五
年
後
の
一
九
七
三
年
九
月
、『
山
岳
展
望 

第
一

七
号
』 

を
も
っ
て
廃
刊
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
最
終
号
の
主
論
文
は
、
私
が
原
稿
用
紙
一
二
〇
枚
を

書
い
た「
日
本
山
岳
協
会
へ
の
批
判
」
で
し
た
。 

当
時
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
は「
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
」
が
あ
り
、

プ
ロ
と
称
す
る
者
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
資
格
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
登
山
は
何
ら
関
係
な
い
は
ず
な
の

に
、
海
外
登
山
許
可
申
請
に
お
い
て
は
、
国
内
有
力
団
体
の

推
薦
状
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
外
務
省
傘
下
で
そ
の
国
内
有
力

団
体
と
さ
れ
た
の
が
、
社
団
法
人
日
本
山
岳
協
会
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
等
の
許
可
申
請
に
お
い
て
、
日
本
山
岳
協
会
の
海
外
登

山
推
薦
規
定
に
よ
り
、
山
岳
プ
ロ
ガ
イ
ド
が
登
山
隊
隊
長
で

あ
る
場
合
は
推
薦
状
を
発
行
し
な
い
・
・
・
と
い
う
、
現
在
で
は

考
え
ら
れ
な
い
判
断
が
下
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

一
九
七
一
年
に
発
足
し
た
社
団
法
人
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協

会
会
員
を
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
認
め
、「
プ
ロ
ガ
イ
ド
で
あ
る
か
ら
海

外
登
山
隊
の
隊
長
に
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
措
置
に
対
し
、「
憲
法
に
違
反
す
る
」
、
と
正
面
か

ら
批
判
し
た
論
文
で
す
。
さ
ら
に
、
生
命
を
賭
す
る
山
岳
高

所
登
山
者
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
よ
り
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
べ

き
だ
、
と
も
主
張
し
ま
し
た
。 

 

最
初
は
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
神
様
的
存
在
だ
っ
た
古
川
純
一
さ
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ん
（
二
〇
二
〇
年
ご
逝
去
）
に
原
稿
依
頼
し
た
の
で
す
が
、
断
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
代
り
に
と
古
川
さ
ん
は
、
当
時
山
岳
界
の
論

客
だ
っ
た
原
真
さ
ん
（
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
、
二
〇
〇
九
年
ご

逝
去
）
へ
の
依
頼
状
を
書
い
て
下
さ
り
、
そ
の
依
頼
状
を
添
え
て

原
真
さ
ん
へ
お
願
い
し
ま
し
た
。
し
か
し
原
さ
ん
か
ら
も
、「
日

山
協
に
は
関
わ
り
が
多
い
の
で
書
け
な
い
」
旨
の
返
信
を
い
た

だ
き
、
代
わ
る
原
稿
と
し
て「
奥
山
章
氏
と
私
」
を
送
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。 

 

書
き
手
が
い
な
い
中
で
仕
方
な
く
、
私
が
自
ら
書
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
勤
務
中
の
昼
休
み
喫
茶
店
で
一
ケ
月
に
わ
た
り
、

原
稿
用
紙
一
二
〇
枚
を
書
い
た
の
が「
社
団
法
人
日
本
山
岳

協
会
へ
の
批
判
」
。
そ
の
原
稿
を
和
文
タ
イ
プ
し
た
の
が
、
当
時

岩
峰
社
に
居
候
し
て
い
た
岩
崎
元
郎
さ
ん
。
印
刷
と
冊
子
製

本
し
た
の
が
岩
峰
社
で
し
た
。 

 

こ
の
論
文
へ
の
反
響
は
無
く
、
唯
一
「
読
ん
で
る
人
は
、
読
ん

で
る
よ
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
朝
霧
山
岳
会
・
梶
山
幸

佑
さ
ん
（
都
立
一
商
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
故
人
）
。
ま
た
、
原
真
さ
ん
か

ら
は
所
感
の
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
今
も
保
存
） 

一
九
七
三
年
九
月
『
山
岳
展
望 

第
一
七
号
』
発
行
以
降
、

山
岳
論
文
の
書
き
手
が
見
当
た
ら
な
く
な
り
ま
す
。
時
ま
さ

に「
ヒ
マ
ラ
ヤ
鉄
の
時
代
」
。
論
ず
る
よ
り
も
・
・
・
登
る
が
易
し
。 

生
死
を
分
か
つ
ヒ
マ
ラ
ヤ
岩
壁
登
攀
に
お
い
て
、
ガ
ス
ト
ン
・

レ
ビ
ュ
フ
ァ
の『
雪
と
岩
』
の
よ
う
な
山
岳
ポ
エ
ム
を
語
っ
た
り
、
モ

ー
リ
ス
・
エ
ル
ゾ
ー
グ
の『
処
女
峰
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
』
の
よ
う
な
人

間
模
様
を
文
学
へ
と
昇
華
さ
せ
た
り
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
ラ
ー
の

『
白
い
ク
モ
』
の
よ
う
に
神
と
対
峙
し
て
み
た
り
、「
登
り
、
か
つ
、

考
え
る
」
複
素
性
（
身
体
性 

+ 

精
神
性
）
を
失
い
、
初
登
頂
、
初

登
攀
と
い
う
「
記
録
」
の
持
つ
デ
ジ
タ
リ
テ
ィ
な
ス
ポ
ー
ツ
性
へ

と
傾
い
て
い
っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

時
、
ま
さ
に
、
時
代
を
席
巻
し
て
い
た
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
代

表
・
上
田
哲
農
さ
ん
（
一
九
七
〇
年
ご
逝
去
）
は『
日
本
の
岩
場
』

序
章
に
て
、
次
を
示
さ
れ
た
。 

・
・
・
私
達
は
、
現
在
、
行
為
さ
れ
る
岩
登
り
の
現
実
を
熟
慮

し
た
結
果
、--

「
近
代
登
山
は
ス
ポ
ー
ツ
的
要
素
を
ふ
く
む
」
、

と
い
う
定
説
の
も
つ
、
あ
い
ま
い
な
表
現
を
拒
否
し
、
そ
れ
が

人
と
人
と
の
競
技
で
は
な
い
に
し
て
も
、
さ
ら
に
一
歩
、
ス
ポ

ー
ツ
そ
れ
自
体
の
本
質
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
と
は
全
く
別
の
次
元
で
登
山
と
い
う
感
覚
か
ら
離

れ
て
、
岩
自
体
を
楽
し
む
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
の
岩
登
り
が
、

別
の
人
達
に
よ
っ
て
誕
生
し
つ
つ
あ
る
事
実
も
知
っ
て
い
る
。 

こ
の
二
つ
の
傾
向
の
構
成
分
子
は
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
も
の
、

古
い
装
い
で
あ
る
と
こ
ろ
の
情
緒
的
要
素
を
捨
て
去
り
、
冷
厳

な
岩
そ
の
も
の
の
上
に
、
片
方
は
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
ス
ポ
ー
ツ
的

見
地
か
ら
解
明
し
よ
う
と
し
、
他
は「
新
し
き
価
値
」
と
し
て
、

そ
の
出
発
を
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
拡
げ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ

は
、
前
者
に
属
す
る
・
・
・
と
。 

こ
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
主
張
を
批
判
し
て
一
九
六
七
年
、
二
一
歳

だ
っ
た
私
は 

「
小
さ
な
批
判  

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
へ
」 

を
書
い
た
。 
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・
・
・
果
た
し
て
現
代
登
山
に
は
、
情
緒
的
要
素
が
不
要
な
の

だ
ろ
う
か
？ 

冷
厳
な
岩
そ
の
も
の
の
上
に
あ
る
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
？ 

「
ス
ポ
ー
ツ

要
素
を
含
む
」
と
い
う
定
説
の
あ
い
ま
い
な
表
現
を
、
果
た
し

て
拒
否
す
る
必
要
が
現
代
登
山
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

し
か
し
彼
ら
こ
そ
、
最
も
情
熱
的
な
人
間
で
は
な
い
か
！ 

 

「
近
代
登
山
は
ス
ポ
ー
ツ
的
要
素
含
む
」
、
そ
れ
で
良
い
で
は

な
い
か
。「
な
ら
ば
、
そ
れ
以
外
に
ど
ん
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
の
か
。
そ
の
間
の
関
係
は
。
そ
れ
が
僕
ら
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど

必
要
な
こ
と
な
の
か
。
ど
う
し
て
山
は
、
僕
ら
を
呼
び
続
け
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
、
と
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
行
為
（
実
践
）
を
通
し
て

思
索
し
続
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
？ 
捨
て
去
る
こ
と
で
は
な
く
、

論
証
す
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
登
山
家
の
な
す
べ
き
道
程
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
し
て
山
は
、
そ
ん
な
僕
ら
に
関
係
な
く
、
い
つ
も
、

そ
こ
に
、
存
在
し
て
い
る
の
だ
。 

僕
は
山
に
登
り
、
哲
学
へ
と
導
か
れ
た
。
美
と
芸
術
へ
導
か

れ
た
。
宗
教
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
心
理
学
も
教
え
ら
れ
た
。
そ

し
て
今
、
生
活
の
主
要
な
一
部
と
な
っ
て
い
る
。 

山
登
り
は
文
明
で
な
く
、
文
化
の
所
産
な
の
だ
。
そ
し
て
文

化
は
文
明
に
支
え
ら
れ
て
い
る
・
・
・ 

と
、『
若
き
日
の
山
々
』
に
書
い
た
。 

そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
を
過
ご
し
た
今
、
山
で
の
生
死
を

含
め
た
た
く
さ
ん
の
体
験
を
経
て
も
な
お
、
こ
の
思
い
が
変
わ

ら
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

六
八
歳
で
生
業
を
廃
し
、
自
由
に
思
索
で
き
る
時
間
を
得

た
老
い
の
中
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
く
て
今
も
著
作
に
勤
し
ん

で
い
ま
す
。
特
に
、
登
山
と
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
と
の
違
い
を
整
理

し
た
の
が『
登
山
の
生
態
分
類
（
学
）
』（
二
〇
一
六
年
）
、
登
山
に

お
け
る
全
人
格
的
行
為
を
整
理
し
た
の
が『
登
山
の
総
合
人

間
学
』（
二
〇
一
五
年
）
、
諸
々
の
感
性
を
整
理
し
た
の
が『
山
と

美
の
終
焉
』（
二
〇
一
九
年
）
。 

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
私
製
版
で

作
成
し
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
製
版

と
し
た
意
味
は
、
①
出
版
し
て
も
売
れ
な
い
か
ら
、
②
読
ま
れ

る
こ
と
を
考
慮
せ
ず
、
書
き
な
が
ら
自
ら
納
得
で
き
れ
ば
良

し
と
す
る
、
主
観
的
な
哲
学
書
だ
か
ら
。
し
た
が
っ
て
次
な
る

テ
ー
マ
は
、
読
者
に
読
ん
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
、
客
観
的
・

科
学
的
な
作
品
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
し
か
し
主
観
と
客
観

を
分
離
せ
ず
、
両
者
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
構
成
（
複
素
数
的
構
造
）

こ
そ
が
、
よ
り
宇
宙
論
的
な
自
然
存
在
で
は
な
い
か
と
、「
複

素
的
世
界
観
」
表
現
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

 

最
終
号
と
な
っ
た『
山
岳
展
望 

第
一
七
号
』
発
行
の
翌
年
、

私
も「
一
九
七
四
年 

横
浜
山
岳
協
会
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
Ｐ

２
９
南
西
壁
登
山
隊
」
へ
参
加
。
前
記
の
ご
と
く
、
横
浜
隊
は

隊
長
・
古
川
純
一
で
申
請
し
た
も
の
の
、
古
川
さ
ん
は
プ
ロ
と

見
な
さ
れ
て
却
下
。
代
わ
り
に「
総
指
揮
な
ら
ば
良
い
」
と
な

り
ま
し
た
が
、
実
際
は
隊
長
。
そ
し
て
申
請
上
の
隊
長
と
さ
れ

た
の
が
私
。
し
か
し
実
際
は
、
四
人
の
登
攀
リ
ー
ダ
ー
の
内
の
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一
人
と
記
録
係
。
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
政
府
等
へ
の
形
式
的
な
挨

拶
で
、
私
は
隊
長
役
を
演
じ
ま
し
た
。
公
募
隊
員
一
八
名
の

登
山
隊
編
成
に
お
い
て
、
こ
の
便
宜
的
組
織
の
意
味
を
読
み

違
え
る
隊
員
が
生
じ
、
登
山
隊
と
し
て
の
指
揮
命
令
系
統
に

混
乱
を
生
じ
た
も
の
で
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
三
〇
年
後
の
二
〇
〇
三
年
、
日
本
山
岳
文
化
学

会
創
立
総
会
に
お
い
て
、
初
対
面
だ
っ
た
齊
藤
一
男
会
長
か

ら
の
第
一
声
、「
ま
た
、
あ
の
よ
う
な
論
文
を
書
い
て
下
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
全
く
面
識
は

無
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
名
札
を
見
て
即
座
に
三
〇
年
前
の

日
山
協
批
判
論
文
に
思
い
至
る
齊
藤
会
長
の
記
憶
力
に
は
、

驚
き
ま
し
た
。
朝
霧
山
岳
会
・
梶
山
さ
ん
が
言
っ
て
お
ら
れ
た

よ
う
に
、
確
か
に「
読
む
べ
き
人
が
、
読
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
」
実

感
を
得
た
瞬
間
。
齊
藤
会
長
は
そ
れ
以
前
、
日
本
山
岳
協
会

会
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
齊
藤
会
長
は
東
京
電
力
に
在
籍
さ
れ
、
社
員
で
構

成
す
る「
東
電
山
ノ
会
」
設
立
に
携
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
佐
々

木
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
齊
藤
さ
ん
は
大
先
輩
と
い
う
間
柄
。 

さ
ら
に
佐
々
木
さ
ん
は「
東
電
山
ノ
会
」
の
枠
を
超
え
、
意

欲
あ
る
若
手
会
員
を
飛
躍
さ
せ
よ
う
と
、
私
に
会
員
二
名
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
登
っ
た
の
が
奥
只
見
・
銀
山
湖
西

面
に
あ
る
荒
沢
岳
の
ス
ラ
ブ
状
岩
壁
。
そ
の
一
人
、
深
沢
勇
二

郎
さ
ん
（
一
九
七
八
年
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
遭
難
死
）
と
は
そ
の
後
、
厳

冬
期
の
八
ヶ
岳
・
阿
弥
陀
岳
広
河
原
沢
一
ル
ン
ゼ
奥
壁
の
オ
ー

バ
ー
ハ
ン
グ
を
、
フ
リ
ー
で
登
り
切
り
ま
し
た
。 

深
沢
さ
ん
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
願
望
が
あ
り
、
一
九
七
四

年 

横
浜
山
岳
協
会
Ｐ
２
９
南
西
壁
登
山
隊
へ
の
参
加
を
予

定
し
ま
し
た
。
し
か
し
急
遽
、
東
京
電
力
を
退
社
し
て
故
郷
の

群
馬
県
大
間
々
へ
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
り
、
群
馬
県
山
岳
連

盟
傘
下
の
大
間
々
山
岳
会
へ
移
籍
し
ま
す
。 

深
沢
さ
ん
と
再
会
し
た
の
は
一
九
七
八
年
夏
、
ネ
パ
ー
ル
の

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
し
た
。
彼
は
群
馬
県
山
岳
連
盟
が
派
遣
し

た「
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅰ
峰
南
東
稜
登
山
隊
」
の
登
攀
リ
ー
ダ
ー
。

小
暮
勝
義
副
隊
長
と
二
人
で
、
私
た
ち
の
宿
舎
コ
テ
ー
ジ
・
オ

ー
ロ
ラ
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
し
ば
し
団
欒
の
あ
と
、「
そ
れ
じ

ゃ
、
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
励
ま
し
合
っ
て
別
れ
た
の

が
・
・
・
・
・
今
生
の
別
れ
。 

私
た
ち「
ツ
ラ
ギ
の
会
Ｐ
２
９
南
西
壁
登
山
隊
」
は
九
月
一

四
日
、
垂
直
に
千
ｍ
上
部
の
西
壁
氷
河
末
端
崩
落
に
よ
る
爆

風
で
、
三
隊
員
死
亡
。
私
一
人
だ
け
が
九
死
の
中
か
ら
一
生

を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
九
日
後(

九
月
二
三
日)

、
深
沢
さ
ん
ら

は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ｃ
４
上
部
で
ル
ー
ト
工
作
中
、
表
層
雪
崩
に
巻

き
込
ま
れ
、
彼
を
含
む
三
隊
員
が
死
亡
。
さ
ら
に
一
〇
月
二

〇
日
、
小
暮
副
隊
長
も
下
降
中
に
滑
落
死
亡
さ
れ
た
。 

私
が
遭
難
事
故
処
理
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
り
、
死
亡
隊
員
の

遺
品
持
ち
帰
り
で
一
時
日
本
帰
国
の
許
可
を
得
る
た
め
、
ネ

パ
ー
ル
政
府
観
光
省
シ
ャ
ル
マ
登
山
課
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
許
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可
を
得
た
そ
の
時
、
シ
ャ
ル
マ
課
長
が
手
に
持
っ
て
い
た
写
真
の

一
番
上
が
、
深
沢
さ
ん
。「
な
ぜ
持
っ
て
い
る
の
か
」
と
聞
く
と
、

「
こ
れ
か
ら
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
遭
難
を
発
表
す
る
か
ら
だ
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
で
遭
難
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ネ
パ
ー
ル
の

ラ
ジ
オ
放
送
で
シ
ェ
ル
パ
が
聴
き
、
隊
長
の
私
に
知
ら
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
深
沢
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
シ
ャ
ル
マ

課
長
が
持
つ
写
真
で
初
め
知
っ
た
の
で
す
。 

私
た
ち
ツ
ラ
ギ
の
会
は
Ｐ
２
９
南
西
壁
を
登
る
目
的
で
集
ま

っ
た
同
志
的
山
岳
会
な
の
で
、
死
亡
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
直

後
に
全
員
が
同
意
し
、
登
高
を
止
め
て
事
故
処
理
に
入
り
ま

し
た
。
し
か
し
群
馬
県
山
岳
連
盟
派
遣
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
隊
は

そ
の
後
も
登
高
を
継
続
し
、
登
頂
。
第
二
次
登
頂
者
と
な
っ
た

山
田
昇
さ
ん
は
そ
の
後
も
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
を
登
り
続
け
、
日

本
登
山
界
の
エ
ー
ス
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
九
八
九
年
マ

ッ
キ
ン
リ
ー
で
遭
難
死
亡
。
深
沢
さ
ん
は
こ
の
山
田
さ
ん
を
引

き
連
れ
、
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
冬
の
八
ヶ
岳
行
者
小
屋
の
外

で
出
会
っ
た
時
、
山
田
さ
ん
を
私
に
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
東
電
山
ノ
会
」
を
超
え
て
活
躍
し
た
深
沢
勇
二
郎
さ
ん
で

す
が
、
山
岳
会
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
度
量
の
深
さ
を
も
っ
て

絶
え
ず
支
援
さ
れ
続
け
た
の
は
、「
東
電
山
ノ
会
」
先
輩
の

佐
々
木
誉
実
さ
ん
で
し
た
。 

 

こ
こ
で
論
点
を
変
え
、
登
山
者
を
俯
瞰
す
る
と
、
お
お
む

ね
次
の
三
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。 

① 

登
る
こ
と
、
に
専
念
す
る
人
（
身
・
技→

記
録→

ス
ポ

ー
ツ→

文
明
的
進
化
志
向
）  

② 

登
り
、
か
つ
、
考
え
る
人
（
心
・
技
・
体→

人
格
的
統
合 

→

文
化
的+

文
明
的
＝
複
素
統
合
志
向
）  

③ 

登
る
よ
り
も
、
思
考
が
優
る
人
（
思
索
・
創
作
・
評
論
・

編
集→

文
化
的
価
値
志
向
） 

日
本
山
岳
文
化
学
会
創
立
時
に
お
い
て
、
山
岳
と
す
る
か
、

登
山
と
す
る
か
の
相
克
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
山
岳
と
す
れ
ば

前
記
①
～
③
を
網
羅
で
き
、
山
に
関
わ
る
文
化
行
為
を
総
合

的
に
把
握
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
志
向
グ
ル
ー

プ
に
分
断
さ
れ
る
必
然
も
含
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル

文
明
時
代
を
迎
え
、
人
々
は
言
語
的
思
考
空
間
よ
り
も
、
直

感
的
感
性
同
調
空
間
へ
の
比
重
が
増
し
ま
し
た
。
思
考
・
判
断

を
Ａ
Ｉ
に
依
存
す
る
中
で
、
直
観
的
同
調
の
美
学
（
観
光
）
が
増

し
、
論
理
思
考
的
抵
抗
の
美
学
（
登
攀
）
は
薄
れ
ま
す
。 

 

創
立
当
初
、
私
は
徳
久
球
雄
副
会
長
に「
文
化
と
文
明
の

違
い
」
を
質
問
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
答
え
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

佐
々
木
さ
ん
が『
山
岳
展
望 

第
一
二
号
』
に
書
か
れ
た
よ
う

に
、「
登
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
価
値
が
必
要
」
と
な
る
分
野

こ
そ
が「
山
岳
文
化
」
で
あ
り
、「
登
る
こ
と
だ
け
」
な
ら
ば
山

岳
会
で
構
わ
な
い
。「
登
り
、
か
つ
、
考
え
る
（
心
・
技
・
体
）
、
そ
の

成
果
（
作
品
と
価
値
創
出
）
こ
そ
が
山
岳
文
化
の
神
髄
で
あ
る
」

こ
と
を
、
改
め
て
思
い
返
す
お
別
れ
で
し
た
。  

 
 

合
掌 

（
注 
： 
本
稿
は「
会
報
」
掲
載
原
稿
を
加
筆
・
推
敲
） 
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< B5 版、冊子印刷製本 > 

 

 
第 17 号 

第 12 号 

創刊準備号 

 

 

 

 

< A5版、私製印刷製本 > 

133P 

266P 

282P 

162P 

田
中
文
夫 
（
た
な
か 

ふ
み
お
） 

一
九
四
六
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。 

「
山
岳
展
望
」
第
二
次
編
集
同
人
。
学
会

元
評
議
員
（
創
立
か
ら
五
期
一
〇
年
）
。 

ツ
ラ
ギ
の
会
Ｐ
２
９
南
西
壁
登
山
隊

長
。
著
書 

『
青
春
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
学
ぶ
』 

『
頂
き
の
か
な
た
に
』 

『
日
本
文
明
物

語
＆
哲
学
（
和
文
・
英
文
対
訳
合
本
）
』  

他
私
製
版
多
数 

国立国会図書館蔵書 


